





慮について検討する。ニーズ中心アプローチにおけるニーズの 4 類型（上野ら 2008）を用いて考察した結果、承認ニー
ズ（本人顕在・第 3 者顕在）や要求ニーズ（本人顕在・第 3 者潜在）に基づく合理的配慮は、第 3 者にとって過重な
負担がある、合理的ではない場合であっても、第 3 者の対応の改善及び両者の調整によって実施されることが望まし
い。それにより、要求ニーズは、より現実的な承認ニーズに変化しうる。庇護ニーズ（本人潜在・第 3 者顕在）によ
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1.  合理的配慮とは















































































































































2.  研究視点：ニーズの 4 類型
　本研究では、知的障害及び発達障害のある人のニー
ズ理解と合理的配慮の整理のために、上野ら（2008）
によるニーズ中心アプローチのニーズの 4 類型（図 2）









































































































































































































































































































































































































































































2015 年 2 月 8 日．
朝日新聞（2016）「障害ある子の進学、支えて 10 年　東大のプ

































　 本 稿 は、 科 学 研 究 費 助 成 事 業・ 若 手 研 究 B（ 研 究 課 題
15K17216）「知的障害者の自立生活を支える権利擁護システ
ムのモデル構築」における研究成果の一部である。
